
International Programs

国際協力・国際交流

世界に拡がるＹＭＣＡネットワークを活かして青少年に幅広い国際交流の機会を提供しているほか、
グローバルな視野をもって考えることの大切さを伝え、「地球市民」の育成に力を入れています。

Supporting Committee

賛助会

1970年に発足した東京ＹＭＣＡ賛助会は、ＹＭＣＡの理念や願いに賛同する様々な業界の企業・団体が名を連ねています。
物心両面にわたり、東京ＹＭＣＡの活動を支えてくださっています。

1990年のバングラデシュYMCAとのパートナ
ーシップ締結から35年にわたり、現地の子ど
もや若者に対する教育支援と職業訓練支援を
継続しています。11月に新宿駅で実施した国
際協力一斉募金では、バングラデシュYMCAが
運営する私設小学校（NFPE）の元生徒と偶然
遭遇し支援への感謝の言葉を受ける機会があ
りました。これまでの取り組みの成果を実感す
る出来事でした。また、国際協力担当職員が江
東YMCA幼稚園、しののめこども園を訪問し、
バングラデシュの子どもたちの暮らしや学び
の様子を伝え、子どもたちが世界に目を向け、
他者への理解を深める機会をつくりました。

ウクライナYMCAへの継続的な支援を通して、
戦時下にある人々、特に子どもたちを支える
取り組みを行っています。2025年度には避難
を余儀なくされている子どもたちのためのプ
ログラム支援として5,000ドルを送金しました。
6月にはウクライナYMCAのビクター・セルブロ
フ総主事を迎え、現地での教育・支援活動に関
する報告会を開催し、参加者約40人が戦時下
における人々の暮らしやYMCAの支援活動に
ついて理解を深めました。12月にはウクライナ
YMCAと東京YMCAの英語クラスの子どもたち
がクリスマスカードを送り合い、国境を越えた
交流を図りました。

1979年から40年余り、ニューヨーク近郊に住
む日本人家族の支援をしています。世代を超
えたつながりの中で、春には社会人として活躍
する同窓生が高校生に向けて進路相談を行い
ました。また、フロストバレーYMCAへインター
ン1人、日本語サマーキャンプにキャンプカウン
セラー3人を派遣し、国際的な視野を広げる機
会をつくっています。11月にはフロストバレー
YMCAのCEOらが来訪され、パートナーシップ
を3年間更新しました。山中湖センター訪問や
過去に派遣されたスタッフやリーダーOBOGと
の交流会を通して、相互理解と協働関係を深
めました。

英語を通して子どもたちが多様な文化に触
れ、表現する力を育む機会をつくりました。6月
のインターナショナルデイには56人が参加し、
講師の出身国であるアメリカ、トリニダード・ト
バゴ、イギリスの文化をゲームや歌を通して体
験することで、多文化理解を深めました。2月の
イングリッシュコンテストでは、子どもたちが
自作の絵本や歌を発表し、それぞれの個性や
表現力を発揮する場となりました。また、地域
の図書館と連携して英語絵本の読み聞かせを
実施。地域の親子へ英語に親しむ機会をつく
りました。

語学教育

海外交流プログラム「ダイナミックサマー」で
は、ハワイ、ニューヨーク、ボストンなど北米6
か所のYMCAで実施されたサマーキャンプに
参加しました。現地の子どもたちと共同生活を
送り、多様なアクティビティを体験しながら、異
文化理解を深め、友情を育みました。英語力の
向上に加え、身支度や掃除などを自分で行う
生活力や、自ら考えて行動する課題解決力を
養い、国際社会で求められる力を身につける
貴 重 な 経 験となりました 。8 月 に はソウル
YMCA主催の「キッズワールドカップ」に小学生
2人が参加。5日間の大会で、ソウル、台北、香港
のチームの子どもたちとスポーツを通じて交
流し、言葉の壁を乗り越え、友情を育みました。

「世界の子どもたちの笑顔のために」をテーマ
に募金活動を実施しました。11月に新宿駅で
行った国際協力一斉街頭募金では、かつての
YMCAメンバーが親となり、子どもと友人家族
を連れて参加するなど、世代を超えたつながり
の中で活動の広がりがうかがえました。会員や
学生、定例活動に参加している子どもたちや
ワイズメンズクラブ、職員など105人が募金を
呼びかけ、200,771円が寄せられました。2月に
は錦糸町駅前で江東センターが街頭募金を実
施し、1時間という限られた時間の中でしたが、
70,514円の募金が寄せられました。

海外キャンプ・交流 国際協力募金

ウクライナＹＭＣＡ支援バングラデシュ
ＹＭＣＡ子ども支援

米国フロストバレー
ＹＭＣＡリーダー派遣

橋本　徹（みずほフィナンシャルグループ  名誉顧問）
北城　恪太郎（経済同友会  終身幹事、日本アイ・ビー・エム株式会社  名誉相談役）

茂木　友三郎（キッコーマン株式会社　取締役名誉会長　取締役会議長）
瀧原　賢二（株式会社日清製粉グループ本社　取締役社長）
清水　肇（株式会社ニュー・オータニ　代表取締役社長）
野島　嘉之（三菱商事株式会社　常務執行役員）
飯島　延浩（山崎製パン株式会社　代表取締役社長）

賛 助 会 名 誉 会 長

賛 助 会 理 事

：

：

株式会社アークコミュニケーションズ（10） 　株式会社AOKI　青木建設株式会社　株式会社アクアビルトコーポレーション

ADEKAライフクリエイト株式会社　イオン株式会社　上田八木短資株式会社　一般社団法人A-wear協会（5）　株式会社喜久多

キッコーマン株式会社（45）　木村農産商事株式会社　株式会社木村洋行　株式会社栗田建築事務所　清水井産業株式会社　株式会社集英社

株式会社小学館　株式会社信陽　株式会社タカサゴ　株式会社高島　株式会社ツカサ・エンタープライズ　株式会社帝国ホテル（30）

デイル・インターナショナル株式会社（10）　株式会社トップナッチツーリスト　株式会社トランスアクト　有限会社苗木旗店　株式会社中村商会（35）

株式会社日清製粉グループ本社　日本アイ・ビー・エム株式会社　一般財団法人日本スタディ・アブロード・ファンデーション　株式会社日進産業（入会）

日本電波工業株式会社　株式会社ニュー・オータニ　株式会社ノイマン　野村ホールディングス株式会社（45）　バトンプロダクツ株式会社（10）

株式会社パレスホテル　有限会社バンノ・インターナショナル　株式会社日立ハイテク　ファイブグッド税理士法人　医療法人財団福音医療会

フットマーク株式会社　有限会社保険ネットワークセンター　株式会社ホテルオークラ東京　ミズノ株式会社　三井住友海上火災保険株式会社

株式会社三井住友銀行　三井住友信託銀行株式会社　三菱商事株式会社　水戸工業株式会社　山崎製パン株式会社　ユアサハラ法律特許事務所

ライオン株式会社　株式会社リクラボ（10）　株式会社レクトン　株式会社ロータスインターナショナル　ＹＭサービス株式会社

11月17日に「2025年度賛助会年会・アドバイザー会」がアルカディア市ヶ谷で開催され、賛助会会
員、アドバイザー、役員、評議員、スタッフなど52人が出席。新規加入された企業の紹介や永年継続
賛助会員9社への感謝状贈呈および事業報告が行なわれました。
また「日本のインターネットの父」とも呼ばれる村井純氏（慶應義塾大学特別特区特任教授）より「イ
ンターネット文明」をテーマに講演をいただき、第二部では懇親会で交流のひとときを持ちました。

賛助会年会・アドバイザー会

　ＹＭＣＡの活動は、個人の会員やボランティアに加え、ＹＭＣＡの理念に賛同する法人にも力強く
支えていただいています。企業は健全な経営と成長により日本社会を支えると同時に、ＹＭＣＡのよ
うな公益性の高い民間団体と手を携えることで社会的責務を果たすことも大切な役割です。キャン
プや野外活動、様々な課題を抱える若者の居場所など、柔軟な手法で若い人たちを育成するＹＭＣ
Ａの働きは、不透明な時代において未来に明るい希望をもたらします。賛助会員の皆様、また様々
な形でご支援をいただいている企業・団体の皆様に、この場を借りて厚くお礼を申し上げます。

東京ＹＭＣＡ賛助会会長
（株式会社氏家経済研究所代表取締役／元野村ホールディングス株式会社会長）氏家 純一
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